
　　　　　ブ　ロ ッ ク　塀　総　括　診　断　書
年 月 日 －

年 月 日

ブロック塀の概要 ［有・無］については、どちらかを消してください。

m 有 ・ 無 m

m 有 ・ 無 m

m 有 ・ 無 m

m 有 ・ 無 m

塀の履歴や構造 は、該当する項目に○を記入してください。[昭和・平成]［有・無］［要・不要］は、どちらかを消してください。

（ ）

mm mm mm

：

・ 年 月

有 ・ 無

[ ＲＣ Ｓ その他 （ ） ]

有 ・ 無 mm 要 ・

ＲＣ 大谷石 間知石 ブロック 石垣 その他 （ ）

危険度判定指標（ＩＳ）の計算

・ 点 ・ その他 （ ）

E

ＪPEX

調査日 2019 診断書番号 2019 5

記入日 209

診断士
氏　名 綱　島　正　利 （印） 登録番号 13-BS-0131

所　属 株式会社　三水工業 連絡先 03（3743）9425

所　　在　　地

所　有　者

住　所

氏　名

Ｔ Ｅ Ｌ

居　住　者
氏　名

Ｔ Ｅ Ｌ

接する道路 １．避難道路 幅員 歩道

２．通学路 〃 〃

３．避難道路・通学路 〃 〃

４．その他 〃 2.0 〃

塀

材質 ブロック 大谷石 万年塀

建築 昭和 平成

コンクリート その他

高 さ 1500 長 さ 9600 厚 さ 100 高 低差 60 mm

構成 塀 軽量ブロック多段積み 状況 道路面のみ塗装

建築後 40 年経過

増設 年頃 増 設 規 模

高さ 有の時　診断

補強 有 ・ 無 種類
柱補強

帯鉄板

不要

材質

評価項目 評価指標 危険度判定指標 ランク 危険度判定指標ＩＳ 評　価

擁
壁

有無

要注意

判　定

経年指標 Ｔ＝ 0.50

Ｉ Ｓ ＝ 11.30

Ａ 16.00 正　常

Ｄ

保有性能指標 Ｅ＝ 1.75 Ｂ 14.00≦ＩＳ＜16.00

外観指標 Ｆ＝ 5.66 Ｃ 12.00≦ＩＳ＜14.00

危　険形状指標 Ｓ＝ 3.39

ブロック塀診断表 診断写真 1

11.00≦ＩＳ＜12.00

Ｉ Ｓ ＝　Ｔ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ＋ Ｓ Ｅ※ 11.00

診断士の総合判定

備  考  欄

公益社団法人　日本エクステリア建設業協会　製作

経年劣化が見られ、鉄筋量も少なく、壁体の欠損ひび割れが目立ちます。建築基準法既存不適格のブロック塀に

あたり危険性ありと判断し診断士総合判定をＥランク危険撤去と致します。 診断士所見は診断票巻末に記入

添付書類

omega
綱島はんこ



Ｔ

1.00

0.80

0.50

ｑｅｉ

1.00

0.90

0.50

＊

＊

1.00

0.85

0.75

0.75

1.00

0.60

＊

＊

1.00

0.90

0.75

ブロック塀診断票

整理番号 2019-005

0.50 Ｔ＝

経年指標　（Ｔ）　※該当する数字にアンダーライン処理（Ｕ）をしてください。(例：0.50）

項目指標

綱　島　正　利

株式会社　三水工業 電話番号

保有性能指標

診断士
氏　　名

所　　属

0.50

13-BS-0131

　　　　　03　（3743）9425

登録番号

経年指標

ｃ
基礎
の

有無

　あり

なし

普通（含む、判定困難）

軟弱

Ｅ＝ 1.75
1200mmを越える

900mmを越え　1200mm以下

1200mmを越える

なし

項目指標

Ｔ

保有性能指標　（Ｅ）　※該当する数字（＊も）にアンダーライン処理（Ｕ）をしてください。

１０年未満

１０年以上　２０年未満

２０年以上

項　　　　　目

ａ

項　　　　　目

建築後
の年数

＊

ｂ
横筋
間隔

500mm以下

500mmを越え　900mm以下

800mmを越え　1200mm以下

なし

縦筋
間隔

800mm以下

0.85

＊

0.90

ｑｅａ

根入れ深さ300mm以上

根入れ深さ150mm以上　300mm未満

根入れ深さ150mm未満

ｑｅｂ

ｑｅｃ

良質

２．地盤の性質が困難な場合は、「普通土」と判定する。

ｑｅｄｄ
地盤
の

性質

１．a「縦筋間隔」およびｂ「横筋間隔」の評価において、１本のみの配筋は「1200mmを越える」と判定する。

【備考】



ｑfｉ

1.00

0.92

0.76

1.00

0.92

0.84

0.60

1.00

1.00

0.92

0.76

＊

1.00

0.70

＊

1.00

0.76

1.00

0.92

0.92

0.60

1.00

0.92

0.76

＊

外観指標　（Ｆ）　※該当する数字（＊も）にアンダーライン処理（Ｕ）をしてください。

項　　　　　目 項目指標 外観指標

多数（６箇所以上）

ａ

壁体
の

ひび
割れ

あり

なし

目地部

ブロック面（含む、目地とブロックの境界面）

ｑｆｃ

ｑｆａ 0.76

ｑｆｂｂ
壁体
の

破損

なし

あり

少数（１、２箇所）

数箇所（３～５箇所）

ｃ
壁体
の

傾斜

なし

あり

１度以下（水平変位15mm/m以下）

１度を越え３度以下（水平変位15～50mm/m）

３度を越え５度以下（水平変位50～85mm/m）

５度を越える（水平変位85mm/mを越える）

ｄ
ぐら
つき あり

なし

小

大

ｆ

かさ
木の
欠落
及び
動き

欠落なし

欠落あり

ｑｆｄ

ｅ
変色
風化

なし

あり
ｑｆｅ

土と接する部分の高さが400mmを越え800mm以下

土と接する部分の高さが800mmを越える

ｑｆｇ

動きなし

動きあり

動きなし

動きあり

１．a「ひび割れ」の評価において、ひび割れがブロックと目地に生じている場合は、「ブロック面」と評価する。

２．モルタルかさ木およびかさ木なしの場合は、「欠落なし・動きなし」と判定する

３．かさ木に欠落と動きがある場合は、診断士の所見として「かさ木を撤去する」と記載する。

【備考】

ｑｆｆ

ｇ

壁体
に

作用
する
土圧

あり

なし

土と接する部分の高さが400mm以下

Ｆ＝ 5.66

1.00

0.70

0.76

0.92

0.92

0.60



ｑsｉ

1.00

0.70

0.50

＊

1.00

＊

1.00

0.80

0.70

＊

1.00

0.70

0.50

＊

0.80

＊

1.00

0.85

1.00

0.75

1.00

0.92

0.84

＊

0.76

＊

1.00

＊

地
盤
支
持

控壁
（柱）
なし

控壁
（柱）
あり

擁
壁
上

塀の高さ1.2m以下

塀の高さ1.2mを越える

塀の高さ2.2m以下

塀の高さ2.2mを越える

塀の高さ1.6m以下

塀の高さ1.6mを越え2.0m以下

塀の高さ2.0mを越え2.2m以下

塀の高さ2.2mを越える

形状指標　（Ｓ）　※該当する数字（＊も）にアンダーライン処理（Ｕ）をしてください。

項　　　　　目 項目指標 外観指標

ａ 塀の
高さ

控壁（柱）最大間隔
6.0mを越える

ｑｓａ 0.70
塀の高さ2.0mを越え2.2m以下

塀の高さ2.2mを越える

塀の高さ1.6m以下

塀の高さ1.6mを越え2.0m以下

塀の高さ1.6m以下

塀の高さ1.6mを越え2.0m以下

塀の高さ2.0mを越え2.2m以下

控壁（柱）最大間隔
3.4mを越え
6.0m以下

塀の高さ2.2mを越える

ｂ
塀の
厚さ

塀の高さ2.0m以下

塀の高さ2.0mを越え
2.2m以下

塀の厚さ　120mm以上

塀の厚さ　120mm未満

塀の厚さ　150mm以上

塀の厚さ　150mm未満

控壁（柱）最大間隔
3.4m以下

qsb 0.85

ｃ

透
か
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
使
用

なし

あり

最下段
以外

最下段

単独使用

２個連続使用

1.00

３個以上連続使用

単独使用

２個以上連続使用

ｑｓｃ

Ｓ＝ 3.39

【備考】

１．連続フェンスの高さは、フェンス部の高さを1/2として塀の高さを計算して、評価する。

0.84

ｄ
上に
積み
増し

なし

あり
ｑｓｄ

２．控壁が１つのみの場合は、「控壁間隔　６ｍを越える」と評価する。



危険度判定指標

Ｔ＝ 0.50 　Ｉ ｓ＝

Ｅ＝ 1.75 11.30

Ｆ＝ 5.66

Ｓ＝ 3.39 Ｉ ｓ＝Ｔ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｓ

お願いいたします。

見做しても、最大間隔は6.0ｍ以上縦筋間隔も1.200ｍｍ以上となっており建築基準法既存不適格に

あたります。

以上の点を総合的に判断し、ブロック塀診断士総合判定をEランクの危険、撤去の必要ありと判断致しま

接する道路も狭く地震等の災害で倒壊また転倒した場合道路のほとんどを塞いでしまうと思われますの

早急な改修をお勧め致します。

改修の際は、低ブロック塀や軽量のアルミフェンス等を使用した安全で安心できる塀にして頂けます様に

ブロック診断危険度判定は、各項目に関して（項目指標に＊の評価が有り）

問題が有り、診断士総合判定をEランクで危険、撤去の必要があると判定しました。

鉄筋間隔が縦筋1200ｍｍ横筋1.000ｍｍ以上あり、基礎は埋め込み塀家側に土被り200ｍｍ程度あり

壁体の損傷個所が多数見受けられ、門柱笠木も失われています、築造後40年以上経過しブロック塀の

耐用年数を超えております。実質1.6ｍのブロック塀にも関わらず控え壁の設置は無く、門袖を控え壁と

見做しても、設置間隔も建築基準法の3.4ｍ以下毎に設置しなければならないところ、門柱袖壁を控え壁

下記に記載
診断士総合判定

E

危険度判定指標（Ｉ ｓ）の計算

評 価 項 目 評価指標 判定 診断士所見

ランク 危険度判定指標　Ｉｓ 評　　価 対　　　策

E

ブロック塀の判定基準

経 年 指 標

保 有 性 能 指 標

外 観 指 標

形 状 指 標

１１．００≦Ｉｓ＜１２．００ 要　撤　去

Ｃ １２．００≦Ｉｓ＜１４．００ 補　　　強

Ｂ １４．００≦Ｉｓ＜１６．００ 要 注 意 簡易補強

［ 注） 項目指標に＊印がある場合は、Ｅランクとする。］

Ａ １６．００ 正　　常 不　　　要

危　　険

Ｅ（＊） １１．００ 撤　　　去

Ｄ



壁体に6本の欠損あり、壁体のひび割れ箇所も多く、鉄筋の膨張による

ブロックの破裂箇所も有ります。

様邸ブロック塀診断調査写真

　　縦筋間隔最大1.200ｍｍ、横筋間隔最大　1.000ｍｍ

　　地盤面より1.000ｍｍ5段分迄は横筋が配筋されていません。

　　コンクリート基礎もなく建築基準法既存不適格なブロック塀となります。

　　表面的には塗装されていて健全な塀のイメージを受けますが

部分しかなく8ｍの全長に対して一か所設けられていません。

築造後40年以上経過し経年劣化が進んだ厚み100ｍｍの軽量ブロック

多段積み塀です。

　　鉄筋量も少なく、有効な控え壁もない問題の多い

　　危険なブロック塀です。早急な撤去をお勧めします。

控え壁は実質8段積1.6ｍのブロック塀に対し門袖

また、門柱の笠木も画像反対側は既に脱落している状態です。

家側とは、20ｃｍ程度の土留めとなっています。

① ブロック欠損

②横筋断裂

鉄筋腐食によるとみ

られる破裂
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